
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＪＲ東労組は３月９日、２０２２年賃金引上げ等第２

回団体交渉を開催しました。 

ＪＲ東労組は、組合員・社友会・未加入者から寄せら

れた声をもとに、「昇給係数『４』で定期昇給を完全実施

するべき」「昨年度の定期昇給のカット分を別途支給すべ

き」などを強く訴え、3 月１７日の回答指定日にむけて、

安全第一で経営を支えている組合員・社員を第一に、家

族の声を真摯に受け止め、要求満額での回答を強く求め

ました。 

これに対してＪＲ東日本会社は、組合員の声を受け止

めるとしながらも、「極めて慎重に判断しなければいけな

い」との姿勢を崩しませんでした。 
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